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◎議案補充説明
（１）議案第４号「令和５年度三重県一般会計予算」（関係分）

１　全体の予算状況 （単位：千円、％）

令和４年度 令和５年度

当初予算額 当初予算額 増　減 増減率

(A) (B) (B)-(A) (B)-(A)/(A)

（内訳） 企画費 994 981 △ 13 △ 1.3

防災費 3,309,161 2,534,623 △ 774,538 △ 23.4

２　主な増減状況 （単位：千円）

令和４年度 令和５年度

当初予算額 当初予算額

(A) (B)

150,891 367,274 216,383
消防学校の訓練施設
等の更新に伴う増

55,837 205,852 150,015

市町に対する補助金
の対象事業に津波避
難施設の整備を追加
したことによる増

1,299,012 13,409 △ 1,285,603

地上系防災行政無線
及び有線系通信に係
る設備の更新工事が
完了したことによる
減

３　債務負担行為 （単位：千円）

令和５年度
～

令和７年度
2,354,001

令和５年度
～

令和７年度
40,568

事　項

地域減災対策推進事業費

防災通信ネットワーク（衛
星系）整備工事に係る契約

防災通信ネットワーク（衛
星系）整備工事監理業務委
託に係る契約

衛星系防災行政無線設備の更新を行
うもの

防災通信ネットワーク（衛星系）整
備工事の施工管理等を委託するもの

主な増減理由
増減額

(B)-(A)

学校運営管理費

細　事　業　名

限度額

防災対策部（全体）

期　間 概　　要

防災行政無線整備事業費

2,535,604

比　　較

△ 774,551 △ 23.43,310,155
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  防災対策部 
 

令和５年度当初予算のポイント・主要事業 
 

１ 予算編成にあたっての基本的な考え方 

  近い将来発生が危惧される南海トラフ地震においては、県内で最大約 53,000 人の死者 
が生じるなど甚大な被害が予想されています。また、近年の気候変動で激甚化・頻発化 
している豪雨などにより、いつ、どこで災害が発生してもおかしくない状況です。 
こうした中、令和４年度は、県民の命を守ることを最優先に、県民の命に直結する発 

災直後における災害対策本部活動等について、これまでの対応を検証し、より具体的な 
活動手順を整理した初動対応レビューを実施するなど、これまで本県において進めてき 
た防災・減災対策の取組を確認、検証したところです。 
このことを踏まえ令和５年度は、本県の防災・減災対策をより確実なものとするため 

の実行の年とします。 
具体的には、いつ災害等が発生しても、初動の段階から迅速かつ的確に活動すること 

ができるよう、災害対策本部の対応力強化や職員の活動環境の整備を図るとともに、武 

力攻撃から県民の命を守るため、国民保護訓練の実施や避難施設の指定を進めます。 

 また、津波等から命を守るためには、県民が確実に避難できることが重要であること 

から津波避難施設の整備をはじめとした市町の避難の取組を支援するとともに、これま 

で実施してきた避難対策について検証し、より実効性の高い対策を市町とともに進めま 

す。 

 さらに、県民の防災意識の醸成、自主防災組織や消防団など地域の防災活動を担う人 

材の確保・育成やそれらの人材が地域で活躍することによる防災活動の活性化など、地 

域の防災力向上に向けた取組を進めます。 
 

２ 主な重点項目 

（１） 災害即応力の一層の強化 

 ①（一部新）災害即応力強化推進事業          予算額 １１１，８２１千円 

                         [災害即応・連携課（224-2186）] 

   災害対策本部活動に携わる職員の初動対応力をさらに向上させるため、防災訓練に

精通する専門組織のノウハウを取り入れた実践的な図上訓練や、災害対策本部の中枢

を担う総括部隊をはじめとする各部隊の訓練を実施します。また、災害発生時やその

おそれがあるときに、市町のニーズに応じた支援をより的確に実施できるよう、緊急

派遣チームの活動体制を整備します。さらに、大規模災害発生時においても初動の段

階から迅速かつ的確に災害対策活動を実施することができるよう、防災対策部内に常

設のオペレーションルームやシチュエーションルームを整備し、災害対策本部の機能

充実を図ります。 
 

②（一部新）災害対策管理費               予算額 ５３，３６５千円 

                            [災害対策課（224-2189）] 

   「南海トラフ地震臨時情報」が発表された際に適切な避難行動がとれるよう、市町

と連携して県民に対して啓発を行うとともに、事前避難に必要となる避難所の確保や

市町域を越える広域避難の調整等に取り組みます。また、集中豪雨や台風、地震によ

る大規模災害に備えるため、被災者の避難生活に必要となる物資の備蓄を行います。

さらに、大規模災害時に本庁舎のライフラインが途絶した状況においても、災害対策

本部活動を確実に展開できるよう、災害対応に従事する要員の活動環境の整備を図り

ます。 
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③（一部新）国民保護対策費                予算額 ８，０７９千円 

                            [危機管理課（224-2734）] 

   有事への対応をより迅速かつ的確に行うため、国および関係機関と連携した国民保

護訓練を実施するとともに、三重県国民保護計画等の所要の見直しを行います。また、

有事の際に県民の命を守るため、避難施設の指定を進めるとともに、県民が適切な避

難行動をとれるよう周知啓発を行います。 

 

（２） 県民の命を守る避難行動のさらなる促進 

 ①（一部新）地域減災対策推進事業          予算額 ２０５，８５２千円 

                       [防災企画・地域支援課（224-2185）] 

   南海トラフ地震による津波から県民の命を守るため、地震発生から津波到達までに

時間的余裕がない市町が実施する津波避難タワーや避難路等の整備を支援します。ま

た、地域の避難計画やハザードマップの作成等を促進するとともに、多様性に配慮し

た避難所運営にかかる環境整備等に対して支援を行います。さらに、県北部の海抜ゼ

ロメートル地帯を有する市町を対象とした避難施設等の整備に対する支援を行います。 

 

②（新）津波避難対策検証事業              予算額 ４，０００千円 

（「みえ防災・減災センター」事業の一部） 

                       [防災企画・地域支援課（224-2185）] 

   地震発生から津波到達までの限られた時間の中で、県民の誰もが命を守るために最

適な避難場所へ避難できるよう、津波避難計画の実効性のさらなる向上に向けて市町

とともに取り組みます。 

 

（３）地域防災力の向上 

①地域防災力向上支援事業               予算額 １５，８２８千円 

                       [防災企画・地域支援課（224-2185）] 

   県内各地に防災啓発車を派遣して地震体験を通じた防災啓発を実施するとともに、

地区防災計画の作成や避難訓練等の自主防災組織活動の支援などにより、地域防災力

の向上に取り組みます。 

 

②「みえ防災・減災センター」事業           予算額 ２１，２６１千円 

（津波避難対策検証事業を除く） 

                       [防災企画・地域支援課（224-2185）] 

   「みえ防災・減災センター」と連携し、地域の防災活動を担う人材の育成や育成し

た人材が地域で活躍することによる防災活動の活性化、シンポジウム等による防災啓

発、次代を担う若者の防災意識の向上等に取り組みます。 

 

③（一部新）消防行政指導事業              予算額 ２２，３２０千円 

                         [消防・保安課（059-224-2108）] 

   消防団員の確保に向け、市町が実施する先進的で他市町への水平展開が見込めるモ

デル的な取組を支援するほか、県が所管する制度を活用した入団促進に資する仕組み

の構築を図ります。また、「三重県消防広域化及び連携・協力に関する推進計画」に

基づき、市町の消防の広域化および連携・協力に向けた取組を推進します。さらに、

Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合における消防・救急特別警戒体制を確保します。 
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３ その他の主要事業 

事  業  の  内  容 
担当課・ 
電話番号 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

<<政策名：防災・減災、県土の強靭化>> 

 

〈施策名：(1-1)災害対応力の充実・強化〉 

 

１ 防災ヘリコプター運航管理費           ５５６，９７２千円 

                 【(1-1-1)県の災害即応体制の充実・強化】 

（第２款 総務費 第８項 防災費 １ 防災総務費） 

災害や山岳遭難、水難事故等の発生時に、傷病者等の救助、救急搬送 

等を迅速かつ的確に行うことができるよう、防災ヘリコプターを安全か 

つ適正に運航します。 

 

２ 防災行政無線整備事業               １３，４０９千円 

     【(1-1-2)市町における災害対策活動の充実・強化に向けた支援】 

（第２款 総務費 第８項 防災費 １ 防災総務費） 

通常の通信手段が遮断された場合においても、災害対策活動に必要な 

通信を確実に確保するため、防災通信ネットワークにおける衛星系防災 

行政無線設備について、新規格への対応に向けた設備の更新を計画的に 

行います。 

 

３ 高圧ガス指導事業                 １８，６８８千円 

          【(1-1-3)消防・保安体制の充実・強化に向けた支援】 

（第２款 総務費 第８項 防災費 ３ 銃砲火薬ガス等取締費） 

高圧ガスによる災害を防止するため、高圧ガス事業所等の保安管理に 

関する指導の徹底や、許認可申請に対する審査および保安検査等により 

安全を確保します。また、企業による自主保安の推進を目的とした研修 

を行います。さらに、Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合における保安確 

保のため、高圧ガス事業者への立入検査を実施します。 

 

 

４ 消防職団員教育訓練費               １８，６２２千円 

【(1-1-3)消防・保安体制の充実・強化に向けた支援】 

（第２款 総務費 第８項 防災費 ２ 消防指導費） 

消防学校において、基本的・専門的な教育訓練に加え、大規模災害を

想定したさまざまな実践的訓練を実施することで、安全、的確、迅速に

消火・救急活動等ができる消防職団員を育成します。 

   

 

 

 

 

 

 

防災対策総務課 

（235-2555） 

 

 

 

 

 

災害対策課 

 （224-2157） 

 

 

 

 

 

 

消防・保安課 

  （224-2183） 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防学校 

（059-374-1821） 
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事  業  の  内  容 
担当課・ 
電話番号 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

〈施策名：(1-2)地域防災力の向上〉 

 

１ 防災情報プラットフォーム事業           ９３，８２５千円 

【(1-2-2)災害から命を守る適切な避難の促進】 

（第２款 総務費 第８項 防災費 １ 防災総務費） 

避難を必要とするすべての人が適切に避難できるよう、防災情報プラ 

ットフォームについてサーバーの更新や適切な維持管理を行い、県民に 

必要な防災情報を多様な媒体により的確に提供します。 

 

 

 

<<政策名：医療・介護・健康>> 

 

〈施策名：(2-1)地域医療提供体制の確保〉 

 

  １ 救急救命活動向上事業                ２，９３２千円 

【(2-1-5)救急医療等の確保】 

     （第２款 総務費 第８項 防災費 ２ 消防指導費） 

      救命率の向上に向け、メディカルコントロール体制のもとで指導救命

士の養成講習や、救急救命士が行う特定行為を円滑に行うための講習等

を実施します。 

 

 

<<行政運営の取組>> 

 

〈行政運営２：県民の皆さんから信頼される県行政の推進〉 

 

１ 危機管理推進事業                    ９８１千円 

【(2-1)県民の皆さんに成果を届けるための仕事の進め方改革の推進】 

     （第２款 総務費 第２項 企画費 ５ 危機管理費） 

      危機発生の未然防止に努めるとともに、危機発生時に迅速・的確な 

対応ができるよう、職務に応じた職員研修等を行います。 

 

 

 

 

災害対策課 

  （224-2157） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防・保安課 

 （224-2108） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機管理課 

  （224-2734） 
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（２）議案第51号「令和４年度三重県一般会計補正予算（第11号）」（関係分） 

 

１ 補正予算額 

（単位：千円） 

区  分 補正前の額 補正額 補正後の予算額 

第2款 総務費 3,399,542 △52,389 3,347,153 

 第２項 企画費 994 △27 967 

 第８項 防災費 3,398,548 △52,362 3,346,186 

 

〔主要項目一覧〕                              （単位：千円） 

事 業 目 
補正前の

額 
補正額 

補正後の

予算額 
補正の概要 

総務費 

 防災費 

  防災総務費 

   防災ヘリコプター運航管理費 

    防災ヘリコプター運航管理費 

 

 

 

   防災対策費 

    防災情報プラットフォーム事業費  

 

 

 

 

496,965 

 

 

 

 

66,652 

 

 

 

 

△15,718 

 

 

 

 

△12,852 

 

 

 

 

481,247 

 

 

 

 

53,800 

 

 

 

 

防災ヘリコプターに係る耐空

検査及び整備費用の確定等に

よる減額 

 

 

防災情報プラットフォームに

係るシステム改修費用の確定

等による減額 

 

２ 債務負担行為 

〔追加〕                                  （単位：千円） 

事 項 期 間 限 度 額 概 要 

緊急速報メール送信ＡＳＰ

サービスに係る契約 

令和４年度 

～ 

令和７年度 

1,584 
津波予測・伝達システムの緊急速報メー

ルサービスを利用するもの 

防災科学技術研究所とのメ

ンテナンス回線使用に係る

契約 

令和４年度 

～ 

令和７年度 

1,014 
津波予測・伝達システムのメンテナンス

回線を使用するもの 

古江局（尾鷲市）～三重県

尾鷲庁舎専用回線に係る契

約 

令和４年度 

～ 

令和７年度 

1,665 

津波予測・伝達システムの防災科学技術

研究所古江局舎と三重県尾鷲庁舎を結ぶ

通信回線を使用するもの 

気象情報配信サービスに係

る契約 

令和４年度 

～ 

令和７年度 

330 
津波予測・伝達システムの潮位データ配

信サービスを利用するもの 

災害対応工程管理システム

のシステム利用に係る契約 

令和４年度 

～ 

令和５年度 

1,200 
災害対応工程管理システムの利用料及び

維持管理を委託するもの 
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